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反
致
否
定
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
l
J
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
見
解
を
中
心
と
し
て
ー

斗ヒ

澤

安

紀

一二三四

は
じ
め
に

J
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
見
解

検
　
討

結
　
び

反致否定論にっいての一考察

一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
反
致
は
判
例
を
起
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
諸
国
の
判
例
の
中
に
は
反
致
に
肯
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
国
際
私
法
学
説
の
多
く
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
も
政
策
的
根
拠
に
つ
い
て
も
一
様
に
反
駁
を
加

　
　
　
　
　
　
（
3
）

え
て
き
た
と
い
え
る
。
他
方
で
、
諸
国
の
実
定
国
際
私
法
の
反
致
に
対
す
る
態
度
は
、
そ
れ
に
極
め
て
好
意
的
な
立
場
を
と
る
も
の
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（
4
）

か
ら
そ
れ
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
ま
で
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
理
論
の
動
向
に
影
響
さ
れ
、
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

お
い
て
直
接
に
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
国
際
私
法
規
定
の
改
正
が
相
次
ぎ
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
実

質
法
化
、
個
別
化
の
動
き
は
顕
著
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
国
際
私
法
の
実
質
法
化
、
個
別
化
の
動
き
と
そ
れ
に
と
も
な
い
連

結
方
法
が
多
様
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
の
採
用
す
る
連
結
方
法
と
反
致
と
の
関
係
に
何
ら
か
の
変
容
を
も
た

ら
す
も
の
な
の
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
委
員
会
に
お
け
る
」
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
（
冒
。
e
Φ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

閃
O
イ
南
肉
）
の
反
致
に
関
す
る
報
告
を
取
り
上
げ
、
そ
の
反
致
否
定
論
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定

の
構
造
上
の
変
化
が
従
来
の
反
致
政
策
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
ゆ
巨
一
①
℃
O
日
ρ
霊
∈
Φ
答
8
身
お
暑
○
幽
讐
α
3
三
暮
Φ
ヨ
四
江
・
轟
一
冥
一
＜
ρ
評
誘
．
一
。
一
G
。
も
■
ま
簿
ω
9
＜
。

　
（
2
）
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
囚
お
富
対
菊
○
鐙
言
・
事
件
に
お
け
る
一
八
六
一
年
三
月
二
一
日
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
控
訴
裁
判
所
判

　
　
決
（
留
鼠
8
旨
、
ω
》
器
匡
く
露
『
国
旨
零
幕
こ
琶
閃
窪
α
R
O
び
R
馨
窪
O
R
8
耳
①
ぎ
α
窪
牙
旨
ω
魯
窪
誓
き
8
P
置
あ
旨
袋
律
）
を
、
フ

　
　
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
閃
o
茜
○
事
件
に
お
け
る
一
八
七
八
年
六
月
二
四
日
の
フ
ラ
ン
ス
破
殿
院
民
事
部
判
決
（
Ω
く
，
N
“
冒
昌
一
・
。
β
P

　
　
℃
褐
O
」
」
㎝
9
等
を
参
照
。

　
（
3
）
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ラ
ー
ベ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
『
判
致
』
に
関
す
る
論
議
は
、
抵
触
法
に
お
け
る
論
争
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
で

　
　
あ
り
、
首
尾
一
貫
し
た
実
務
に
対
し
、
学
説
が
激
し
い
嫌
悪
感
を
抱
い
て
き
た
古
典
的
な
実
例
の
一
つ
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
国
ヨ
ω
け

　
　
勾
＞
頃
国
r
↓
げ
Φ
○
0
4
一
一
9
0
噛
ぴ
餌
名
ω
”
＞
O
o
B
℃
9ゆ
惹
二
く
Φ
ω
ε
α
く
』
Φ
ρ
》
p
p
＞
昌
o
び
一
3
G
。
）
く
o
一
D
ザ
P
謡
。

　
（
4
）
　
拙
稿
「
反
致
と
準
拠
法
指
定
の
趣
旨
ー
ド
イ
ツ
国
際
私
法
上
の
反
致
政
策
の
展
開
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
学
研
究
七
二
巻
八
号
（
一

　
　
九
九
九
年
）
四
六
頁
以
下
。

　
（
5
）
評
亀
＝
Φ
一
霞
一
魯
2
国
⊂
頃
》
d
oo
矯
2
Φ
器
≦
畠
巴
ヨ
①
貫
8
鐵
ω
魯
窪
H
艮
①
旨
蝕
8
巴
9
零
貯
碧
お
o
耳
つ
博
菊
魯
Φ
一
ω
N
G
。
9
一
り
芦
oり’
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お
刈

　
か
」

（
6
）

（
7
）

中
邦
訳
と
し
て
、
パ
ウ
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
ハ
ゥ
ス

法
学
新
報
八
一
巻
九
号
（
一
九
七
四
年
）
二
二
三
頁
以
下
。

後
掲
第
三
章
参
照
。

後
掲
第
二
章
参
照
。

（
桑
田
三
郎
訳
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
上
新
た
な
道
は
存
在
す
る

反致否定論についての一考察

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
J
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
八
○
年
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
委
員
会
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ォ
ワ
イ
エ
（
冒
8
⊆
①
ω
閃
O
K
国
勾
）
は
「
反
致
の
た
め
の
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ク
イ
エ
ム
（
寄
∈
δ
巳
2
ξ
一
Φ
お
毫
o
一
”
）
」
と
題
す
る
反
致
に
否
定
的
な
観
点
か
ら
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
国
際
私
法
上
、
反
致
が
排
除
さ
れ
る
原
因
と
し
て
は
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
起
因
す
る
も
の
と
外
国
抵
触
規
定

に
起
因
す
る
も
の
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
政
策
的
根
拠
お
よ
び
理
論
的
根
拠
か
ら
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
お
い
て
、
反
致
は
あ
る
特
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

場
合
に
自
動
的
に
排
除
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る
。

　
ま
ず
、
反
致
が
認
め
ら
れ
な
い
政
策
的
根
拠
と
し
て
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
次
の
二
点
を
挙
げ
る
。

　
第
一
に
、
法
廷
地
の
抵
触
規
定
が
条
約
を
国
内
法
化
し
た
規
定
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
直
接
に
国
際
条
約
を
法
源
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
あ
る
場
合
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
お
い
て
反
致
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
主
張
す
る
。
同
一
の
渉
外
的
な
生
活
関

係
に
つ
い
て
法
廷
地
国
が
異
な
っ
て
い
て
も
同
一
の
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
同
じ
法
律
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す

べ
く
、
国
際
条
約
は
作
成
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
国
際
条
約
の
締
約
国
間
で
は
共
通
の
抵
触
規
定
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
あ

325



法学研究72巻12号（799：12）

る
以
上
、
反
致
を
認
め
る
こ
と
で
統
一
的
な
抵
触
規
定
を
再
び
間
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。

　
そ
の
う
え
で
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
国
際
条
件
の
う
ち
、
締
約
国
法
の
み
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
「
閉
ざ
さ
れ
た
条
約
（
∩
9
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

＜
Φ
＆
○
房
暁
R
目
9
ω
）
」
に
お
い
て
は
反
致
は
排
除
さ
れ
る
が
、
非
締
約
国
法
を
も
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

例
え
ば
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
ま
た
は
E
C
で
採
決
さ
れ
た
条
約
の
大
部
分
は
締
約
国
法
の
み
な
ら
ず
非
締
約
国
法
を
も
準
拠
法

と
し
て
指
定
す
る
「
開
か
れ
た
条
約
」
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
際
条
約
の
締
約
国
と
非
締
約
国
と
の
間
で
の
準
拠

法
の
一
致
を
め
ざ
し
て
反
致
（
ま
た
は
転
致
）
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
国
際
条
約
に
お
い
て
は
、
条
約
の

条
文
の
解
釈
・
適
用
の
統
一
性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、
準
拠
法
が
締
約
国
の
法
律
で
あ
る
か
非
締
約
国
の
法
律
で
あ
る
か
に
よ
り
、

反
致
を
排
除
す
る
か
反
致
を
認
め
る
か
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
制
度
を
容
認
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

非
締
約
国
法
の
適
用
を
認
め
る
「
開
か
れ
た
条
約
」
に
お
い
て
も
、
反
致
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
第
二
に
、
現
代
国
際
私
法
規
定
の
多
く
が
法
廷
地
法
の
適
用
を
導
く
こ
と
を
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
地
抵

触
規
定
に
よ
り
内
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
外
国
法
す
な
わ
ち
外
国
抵
触
規
定
の
適
用
は
も
は
や
問
題
と
は

な
ら
な
い
と
す
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
上
、
身
分
法
の
分
野
は
従
来
双
方
主
義
が
妥
当
す
る
分
野
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

内
国
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
も
外
国
法
も
同
様
に
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
私
法
規
定

の
発
展
に
と
も
な
い
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
考
え
方
は
今
日
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、

国
際
離
婚
お
よ
び
別
居
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
な
ら
び
に
子
の
身
分
占
有
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

条
の
一
五
の
規
定
等
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ら
の
場
合
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
ほ
ぼ
一
貫
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
の

限
り
で
、
外
国
抵
触
規
定
の
考
慮
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
伝
統
的
な
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
国
際
私
法
観
に
対
す
る
批
判
が
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
に
与
え
た
深
刻
な
理
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論
的
変
化
と
そ
れ
が
反
致
論
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
一
世
紀
間
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
は
、
双
方
主
義
的
な
考
え

方
の
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
地
抵
触
規
定
は
、
単
一
の
抽
象
的
な
連
結
方
法
を
用
い
な
が
ら
、
法
律
関
係
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
準
拠
法
を
指
定
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
伝
統
的
な
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
国
際
私
法
観
が
反
省
を
迫
ら
れ
、
内
外
法
平
等
の

問
題
、
連
結
の
単
一
性
の
問
題
、
抵
触
規
定
の
抽
象
性
の
問
題
が
再
検
討
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、
反
致
の
可
否

に
つ
い
て
も
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
反
致
が
排
除
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
ま
ず
第
一
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
の
規
定
の
よ
う
な
一
方
的
抵
触
規
定
か
ら
は
、
反
致
の
問
題
は

　
　
　
　
　
（
1
0
）

生
じ
な
い
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
者
は
離
婚
ま
た
は
別
居
に
関
し
て
一
方
主
義
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
反
致
を

排
除
す
る
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
一
号
お

よ
び
二
号
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
（
夫
婦
が
共
通
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
場
合
、
ま
た
は
夫
婦
が
フ
ラ
ン
ス
に

共
通
の
住
所
を
有
す
る
場
合
）
に
は
、
反
致
は
必
然
的
に
排
除
さ
れ
る
と
す
る
。
同
様
に
、
同
条
三
号
に
規
定
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
法

の
補
充
的
な
適
用
の
場
合
に
も
反
致
は
排
除
さ
れ
る
と
す
る
。

　
第
二
に
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
連
結
の
単
一
性
に
対
す
る
批
判
は
必
然
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

連
結
方
法
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
反
致
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
指
摘
し
て
い
る
。
現
代
の
実
定
国
際
私

法
規
定
は
よ
り
精
緻
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
連
結
方
法
は
多
様
で
あ
る
。
と
く
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
選
択
的
連

結
（
轟
量
9
Φ
ヨ
窪
富
聾
Φ
旨
呂
む
を
採
用
す
る
規
定
に
着
目
し
、
そ
れ
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

準
正
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
一
条
の
一
六
）
、
認
知
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
二
条
の
一
七
）
な
ら
び
に
援
助
金
を
目
的
と
す
る
訴

え
（
鋤
＆
8
鷺
営
α
霧
5
色
Φ
ω
）
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
二
条
の
一
八
）
等
の
規
定
は
選
択
的
連
結
と
い
う
連
結
方
法
を
採
用
す
る
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も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
上
反
致
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
選
択
的
連
結
を
採

用
す
る
抵
触
規
定
の
適
用
上
、
反
致
を
認
め
る
こ
と
は
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
実
現
と
い
う
選
択
的
連
結
の
方
法
を
採
用
し
た
趣
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
第
三
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
抵
触
規
定
の
個
別
化
の
動
き
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
伝
統
的
国
際
私
法
理

論
は
、
準
拠
実
質
法
の
内
容
を
考
慮
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
暗
闇
へ
の
跳
躍
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
批
判
は
、
実
定

国
際
私
法
規
定
の
採
用
す
る
連
結
方
法
の
個
別
化
を
も
た
ら
し
、
個
々
の
単
位
法
律
関
係
に
つ
い
て
最
密
接
関
連
地
法
へ
の
連
結
を

認
め
る
規
定
が
実
定
国
際
私
法
上
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
連
結
が
個
別
化
さ
れ
、
法
廷
地

抵
触
規
定
に
よ
り
最
密
接
関
連
地
法
の
探
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
反
致
を
認
め
る
余
地
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
フ
ォ
ワ

イ
エ
は
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
個
々
の
事
案
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
法
域
の
法
を
準
拠

法
と
し
て
指
定
し
た
以
上
、
も
は
や
外
国
抵
触
規
定
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
内
在
す
る
理
由
の
み
な
ら
ず
、
外
国
抵
触
規
定
の
側
に
も
反
致
が
否
定
さ
れ
る

理
由
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
抵
触
規
定
規
定
の
解
釈
・
適
用
上
の
困
難
も
ま
た
、
反
致
が
否
定
さ
れ
る
一
因
と
な
っ
て

　
　
　
（
1
4
）

い
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
法
廷
地
フ
ラ
ン
ス
の
抵
触
規
定
に
よ
り
ス
イ
ス
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
、
反
致
を
認
め
れ

ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
官
は
ス
イ
ス
国
際
私
法
規
定
を
解
釈
・
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ス
イ
ス
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

私
法
の
政
府
草
案
第
一
四
条
一
項
の
よ
う
な
一
般
例
外
条
項
を
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
官
が
適
正
に
解
釈
・
適
用
し
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
事
案
に
は
る
か
に
密
接
に
関
連
す
る
法
へ
反
致
ま
た
は
転
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の
点
を
フ
ォ
ワ
イ
エ
を
疑
問
視
す

る
。
そ
し
て
、
あ
る
法
と
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
と
の
間
の
密
接
関
連
性
の
判
断
は
ス
イ
ス
の
裁
判
官
に
し
か
な
し
え
な
い
も
の

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
述
べ
る
。
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（
1
）
　
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
委
員
会
（
需
O
o
邑
融
坤
き
趣
一
ω
8
α
『
o
一
二
艮
①
ヨ
呂
自
巴
冥
貯
ひ
）
と
は
、
私
的
な
機
関
で
あ
り
、
一
九
六

七
年
の
「
国
際
私
法
の
準
拠
法
（
鍔
五
巷
忌
8
江
Φ
壁
鳥
○
圃
江
具
Φ
毎
畳
9
巴
R
一
急
）
」
と
題
す
る
民
法
典
第
四
編
に
関
す
る
草
案

　
（
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
改
正
草
案
と
呼
ぶ
）
の
作
成
に
あ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
草
案
そ
の
も
の
は
法

制
化
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
七
二
年
一
月
三
日
の
法
律
お
よ
び
一
九
七
五
年
七
月
二
日
の
法
律
に
よ
り
民
法
典
が
改
正

　
さ
れ
、
親
子
関
係
の
成
立
に
関
す
る
抵
触
規
定
（
第
三
三
条
の
一
四
な
い
し
第
一
二
一
条
の
一
八
）
な
ら
び
に
離
婚
に
関
す
る
抵
触
規

定
（
第
三
一
〇
条
）
が
民
法
典
中
に
挿
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
第
＝
二
〇
条
　
　
離
婚
お
よ
び
別
居
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

　
　
　
夫
婦
の
双
方
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
と
き

　
　
　
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
フ
ラ
ン
ス
の
領
域
に
そ
の
住
所
を
有
す
る
と
き

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
離
婚
ま
た
は
別
居
に
つ
き
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
い
か
な
る
外
国
法
も
そ
の
自
国
法
の
適
用
を

　
　
自
ら
認
め
な
い
と
き

　
　
　
第
三
二
条
の
一
四
　
　
親
子
関
係
は
子
の
出
生
の
時
の
母
の
属
人
法
に
よ
る
。
母
が
知
れ
な
い
と
き
は
、
子
の
属
人
法
に
よ
る
。

　
　
　
第
一
一
一
二
条
の
一
五
　
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
嫡
出
子
お
よ
び
そ
の
父
母
、
非
嫡
出
子
お
よ
び
そ
の
父
母
の
］
方
が
フ
ラ

　
　
　
　
ン
ス
に
共
通
の
常
居
所
ま
た
は
別
個
の
常
居
所
を
有
す
る
と
き
は
、
親
子
関
係
の
他
の
諸
要
素
が
外
国
法
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
き
た
場
合
に
お
い
て
も
、
身
分
占
有
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
上
身
分
占
有
か
ら
派
生
す
る
す
べ
て
の
効
果
を
生
じ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
三
一
一
条
の
一
六
　
　
婚
姻
が
挙
行
さ
れ
た
時
に
お
い
て
、
婚
姻
の
一
般
的
効
力
の
準
拠
法
、
夫
婦
の
一
方
の
属
人
法
ま
た
は
子

　
　
　
　
の
属
人
法
に
よ
っ
て
婚
姻
に
よ
る
準
正
が
許
容
さ
れ
る
と
き
は
、
婚
姻
は
準
正
の
効
果
を
生
ず
る
。

　
　
　
第
三
二
条
の
一
七
　
　
認
知
は
、
そ
れ
が
子
の
属
人
法
ま
た
は
（
父
の
認
知
に
つ
い
て
）
父
の
属
人
法
も
し
く
は
（
母
の
認
知
に

　
　
　
　
つ
い
て
）
母
の
属
人
法
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
有
効
と
す
る
。

　
　
　
第
三
二
条
の
一
八
　
　
援
助
金
を
目
的
と
す
る
訴
え
は
、
子
の
選
択
に
よ
り
、
そ
の
常
居
所
地
法
ま
た
は
義
務
者
の
常
居
所
地
法

　
　
　
　
に
よ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
条
文
の
訳
は
、
横
山
潤
『
国
際
家
族
法
の
研
究
』
（
有
斐
閣
・
一
九
九
七
年
）
二
五
六
頁
を
参
考
に
し
た
。
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（
2
）
富
8
5
ω
閃
O
K
国
戸
菊
8
巳
Φ
旨
℃
2
二
9
9
＜
o
一
四
↓
轟
く
磐
図
身
O
o
巨
鼠
暁
『
昏
8
一
ω
α
①
α
邑
二
艮
R
墨
辞
一
8
巴
℃
『
貯
ρ
℃
畳
ρ

　
一
零
㌣
ち
・
。
。
も
P
一
。
甲
冨
ド
同
委
員
会
に
お
い
て
は
、
一
九
六
六
年
に
O
国
勾
菊
¢
℃
℃
ゆ
に
よ
り
、
反
致
を
肯
定
す
る
観
点
か
ら
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
富
睾
U
国
菊
力
C
℃
勺
鋤
国
巴
α
2
Φ
『
ε
ξ
一
Φ
お
毫
9
日
轟
く
窪
図
身
O
o
邑
菰
暁
声
鍔
巴
ω
牙

　
身
○
一
江
艮
Φ
ヨ
曽
江
o
⇒
巴
蔑
一
く
ρ
℃
鋤
ユ
ω
口
O
窪
山
8
①
”
℃
℃
」
oo
一
山
O
P

ハパ　パハパ　　　　　ハハ15　14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3

）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

男
○
肖
国
罰
○
℃
。
o
一
け

閃
○
肖
国
罰
○
℃
。
o
一
け

閃
○
肖
国
戸
O
P
9
け

閃
O
K
国
押
o
P
o
一
け

閃
O
K
国
戸
o
P
鼠
け

閃
○
楓
国
戸
o
P
鼠
け

男
○
イ
国
塑
o
P
9
け

閃
O
K
国
戸
o
P
o
一
壁

閃
O
K
国
劉
o
℃
。
o
一
e

閃
O
K
国
戸
o
P
o
一
け

勾
O
K
国
戸
o
P
息
け

前
掲
註
（
1
）
参
照
。

（
N
y
℃
」
一
9

（
N
）
℃
℃
」
一
9

（
N
y
P
ご
伊

（
N
ン
P
＝
㎝
9
ω
乱
く
曾

（
N
y
P
＝
9

（
N
y
P
一
一
9

（
N
y
℃
■
一
一
①
。

（
N
y
℃
」
ミ
Φ
叶
ω
巳
＜
’

（
N
y
℃
」
嵩
Φ
辞
ω
三
＜
●

（
N
）
｝
P
一
一
〇。
’

（
N
y
P
目
o。
Φ
辞
ω
焦
く
，

ス
イ
ス
国
際
私
法
政
府
草
案
第
一
四
条
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
四
条
　
①
本
法
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
は
、
す
べ
て
の
事
情
か
ら
、
事
案
が
こ
の
法
と
わ
ず
か
な
関
係
だ
け
を
有
し
、
他
の
法

　
と
は
る
か
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
適
用
さ
れ
な
い
。

　
⑭
本
条
は
、
法
選
択
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

条
文
と
し
て
、
汐
ε
卑
α
巴
o
＝
8
曾
巴
Φ
ω
弩
8
辞
9
二
昌
Φ
ヨ
呂
自
巴
冨
一
忌
」
S
・
。
・
寄
く
器
R
三
∈
①
藁
零
。
も
」
。
。
U
卑
ω
仁
昇

こ
の
政
府
草
案
第
一
四
条
の
規
定
は
、
若
干
の
字
句
の
修
正
を
受
け
た
だ
け
で
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
（
国
際
私
法
に
関
す
る
一
九
八
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七
年
一
二
月
一
八
日
の
連
邦
法
）
第
一
五
条
と
し
て
成
立
し
た
。

第
一
五
条
　
ω
本
法
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
は
、
す
べ
て
の
事
情
か
ら
、
事
案
が
こ
の
法
と
わ
ず
か
な
関
係
だ
け
を
有
し
、

　
と
は
る
か
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
適
用
さ
れ
な
い
。

　
⑭
本
条
は
、
法
選
択
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

条
文
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
（
＝
あ
瞬
）
ミ
9
凝
き
ぬ
勾
田
包
2
ρ
弓
勾
－
0
8
9
器
営
国
年
8
鉾
ζ
冒
o
冨
P
一
8
8
00・

　
照
。

他
の
法

田
ω
を
参

三
　
検
　
討

反致否定論についての一考察

　
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
委
員
会
に
お
け
る
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
報
告
の
主
眼
は
、
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
に
よ
り
、

必
然
的
に
、
反
致
の
適
用
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
反
致
の
理
論
的
お
よ
び
実
際
的
根
拠
に
つ
き
体
系
的
に
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
伝
統
的
な
国
際
私
法
観
に
対
す
る
批
判
を
契
機
と
し
て
、
国
際
私
法

の
連
結
方
法
が
各
国
で
見
直
さ
れ
、
国
際
私
法
規
定
の
改
正
が
相
次
い
だ
。
改
正
後
の
実
定
国
際
私
法
規
定
に
お
い
て
多
様
な
連
結

方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
現
在
、
実
定
国
際
私
法
規
定
に
構
造
上
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
が
反
致
の
機
能
と
の
関
連
に
お
い
て
も
つ
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
未
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
伝
統
的
な
連
結
方
法
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
下
で
用
い
ら
れ
て
い
た
反
致
と

い
う
手
段
が
、
今
日
の
よ
う
に
精
緻
化
さ
れ
多
様
な
連
結
方
法
を
も
つ
国
際
私
法
規
定
の
下
で
も
な
お
意
義
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ

る
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
以
下
で
は
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
反
致
否
定
論
の
根
拠

の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
ω
条
約
に
よ
る
反
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致
の
排
除
、
⑭
法
廷
地
法
の
適
用
と
反
致
の
排
除
、
㈹
一
方
的
抵
触
規
定
の
採
用
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
＠
国
際
私

法
の
政
策
化
、
実
質
法
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除
、
㈲
連
結
の
個
別
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除
、
㈲
外
国
抵
触
規
定
の
解
釈
・
適
用

の
困
難
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
ω
　
条
約
に
よ
る
反
致
の
排
除

　
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
法
廷
地
抵
触
規
定
が
条
約
に
由
来
す
る
規
定
で
あ
る
場
合
に
は
、
政
策
的
理
由
か
ら
反
致
は
排
除
さ
れ
る
と
す

る
。　

た
し
か
に
、
こ
の
一
〇
〇
年
間
に
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
条
約
の
多
く
は
、
条
約
の
規
定
に
よ
る
準
拠
法
の

指
定
は
、
「
国
内
法
（
一
・
＝
具
R
器
）
」
へ
の
指
定
で
あ
る
と
規
定
し
、
準
拠
法
指
定
の
単
位
を
実
質
法
規
定
に
お
き
な
が
ら
、
反
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
た
は
転
致
の
可
能
性
を
排
除
し
て
き
た
。
国
内
法
と
い
う
文
言
を
条
文
上
用
い
る
理
由
は
、
準
拠
法
の
指
定
が
当
該
国
の
抵
触
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

定
へ
の
指
定
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
八
○
年
の
E
C
に
よ
る
契
約
債
務
の
準
拠
法
に

関
す
る
条
約
（
0
2
語
呂
8
9
二
冨
霊
毛
＞
℃
忌
8
亘
㊤
・
9
算
轟
9
轟
一
〇
窪
恕
ぎ
霧
）
第
一
五
条
の
規
定
も
反
致
を
明
文
で
排
除

（
3
）

す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
条
約
に
お
い
て
反
致
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
国
際
私
法
の
統
一
を
目
的
と
す
る
国

際
条
約
に
お
い
て
反
致
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。
条
約
の
締
約
国
間
で
同
一
内
容
の
抵
触
規
定
を
採
用
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
に
、
反
致
を
認
め
、
同
一
の
抵
触
規
定
を
再
度
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
論
拠
は
、
条
約
の
締
約
国
法
の
み
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
条
約
に
つ
い
て
の
み
当
て
は

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ま
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
フ
ォ
ワ
イ
エ
も
、
締
約
国
法
の
み
が
準
拠
法
と
な
り
う
る
条
約
に
つ
い
て
は
反
致
が
当
然
に
排
除
さ
れ
る
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こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
締
約
国
法
の
み
な
ら
ず
非
締
約
国
法
の
適
用
を
も
認
め
る
条
約
に
つ
い
て
は
反
致
を
認
め
る
余
地
が
あ
る

と
す
る
。
た
だ
し
、
準
拠
法
が
締
約
国
の
法
律
で
あ
る
か
非
締
約
国
の
法
律
で
あ
る
か
に
よ
り
、
反
致
を
排
除
す
る
か
反
致
を
認
め

る
か
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
制
度
を
条
約
で
認
め
る
こ
と
に
対
し
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
消
極
的
で
あ
る
。

　
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
ま
た
は
E
C
で
採
択
さ
れ
た
条
約
の
大
部
分
は
、
条
約
の
締
約
国
法
の
み
な
ら
ず
非
締
約
国
法
の
適
用
を

も
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
条
約
の
う
ち
、
例
え
ば
、
一
九
八
○
年
の
E
C
の
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
に
お
い

て
は
反
致
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
、
最
近
の
ハ
ー
グ
国
際
私
法
条

約
の
中
に
は
、
条
約
の
締
約
国
と
非
締
約
国
と
の
間
で
の
準
拠
法
の
一
致
を
は
か
る
た
め
に
一
定
の
場
合
に
転
致
を
認
め
る
も
の
が

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
。
例
え
ば
、
「
夫
婦
財
産
制
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
七
六
年
採
択
）
」
第
四
条
二
項
二
号
b
、
「
死
亡
に
よ
る
財
産
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

続
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
八
八
年
採
択
）
」
第
四
条
、
「
親
責
任
及
び
子
の
保
護
措
置
に
つ
い
て
の
管
轄
権
、
準
拠
法
、
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

認
、
執
行
及
び
協
力
に
関
す
る
条
約
（
一
九
九
六
年
採
択
）
」
第
二
一
条
二
項
等
の
規
定
が
そ
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
条
約
に
お
い
て
反
致
が
排
除
さ
れ
て
い
る
論
拠
を
そ
の
ま
ま
国
内
法
と
し
て
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

廷
地
抵
触
規
定
に
お
け
る
反
致
排
除
の
理
由
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
批
判
も
あ
る
。

　
②
　
法
廷
地
法
の
適
用
と
反
致
の
排
除

　
現
代
の
国
際
私
法
規
定
の
多
く
が
、
法
廷
地
法
の
適
用
を
導
く
こ
と
を
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
と

く
に
、
国
際
離
婚
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
お
よ
び
子
の
身
分
占
有
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
二
条
の
一

五
の
規
定
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
、

反
致
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
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こ
の
点
に
関
し
て
は
、
反
致
の
政
策
的
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
内
国
法
適
用
機
会
の
拡
張
（
＝
の
ぎ
≦
餌
冨
畏
害
窪
）
と
い
う

考
え
方
は
、
今
日
で
は
あ
か
ら
さ
ま
に
偏
見
を
も
た
れ
る
考
え
方
で
は
な
く
、
抵
触
法
上
望
ま
し
い
政
策
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

り
う
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
し
て
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
内
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
直
接
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
限
り

で
、
外
国
抵
触
規
定
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

国
法
適
用
機
会
の
拡
張
と
い
う
考
え
方
を
そ
れ
ほ
ど
過
大
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
。

　
③
　
一
方
的
抵
触
規
定
の
採
用
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
の
規
定
の
よ
う
な
一
方
的
抵
触
規
定
か
ら
は
、
反
致
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す

る
。
同
条
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
に
お
い
て
は
、
法
廷
地
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
が
当
然
に
導
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
条
第
三

号
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
離
婚
ま
た
は
別
居
に
つ
き
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
い
か
な
る
外
国
法
も
そ
の
自
国
法

の
適
用
を
自
ら
認
め
な
い
と
き
」
に
、
離
婚
お
よ
び
別
居
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
規
定
す
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
の
規
定
の
定
め
る
連
結
基
準
は
、
反
致
と
は
い
わ
な
い
が
、
そ
れ
と
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

似
た
外
国
抵
触
規
定
の
考
慮
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
同
条
第
三
号
に
よ
れ
ば
、
外
国
法
は
外
国
法
が
自
国
法
の
適
用

を
自
ら
認
め
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
と
し
て
は
、
当
該
外
国
法
の
抵
触
規
定
が
自
国
法
の
適
用
を
自
ら

認
め
る
場
合
、
ま
た
は
、
当
該
外
国
法
が
第
三
国
法
か
ら
の
自
国
法
へ
の
反
致
を
肯
定
し
た
う
え
で
自
国
法
の
適
用
を
認
め
る
場
合

が
考
え
ら
れ
う
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
当
該
外
国
法
の
抵
触
規
定
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
同
条
第
三
号
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

定
め
る
連
結
基
準
と
反
致
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
の
よ
う
な
一
方
的
抵
触
規
定
は
比
較
法
的
見
地
か
ら
は
少
数
派
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
、
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反
致
否
定
論
の
論
拠
と
し
て
の
一
方
的
抵
触
規
定
の
採
用
は
、
双
方
的
抵
触
規
定
の
形
を
と
る
立
法
形
式
の
国
際
私
法
の
下
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
は
反
致
否
定
の
決
定
的
な
論
拠
と
は
な
り
え
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

反致否定論についての一考察

　
㈲
　
国
際
私
法
の
政
策
化
、
実
質
法
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除

　
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
理
論
の
動
向
に
影
響
さ
れ
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

に
お
い
て
直
接
に
批
判
さ
れ
た
。
ノ
イ
ハ
ウ
ス
（
評
巳
頃
虫
霞
一
魯
Z
南
⊂
＝
＞
¢
ω
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
国
際
私
法
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

論
に
対
す
る
批
判
的
動
向
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
私
法
の
政
策
化
（
守
ま
ω
醇
琶
ひ
q
）
の
動
き
、
国
際
私
法
の

実
質
法
化
（
目
簿
9
巴
邑
Φ
毎
轟
）
の
動
き
、
国
際
私
法
の
否
定
（
Z
藷
属
巨
臓
）
の
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
的
動
向
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
は
国
際
私
法
の
伝
統
的
な
連
結
方
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

定
国
際
私
法
規
定
が
相
次
い
で
改
正
さ
れ
た
。
改
正
後
の
規
定
に
お
い
て
は
多
様
な
連
結
方
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
実
定
国
際
私

法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
は
顕
著
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
伝
統
的
な
連
結
方
法
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
下
で
用
い
ら
れ
て
い
た
反
致
と
い
う
手
段
が
、
今
日
の
よ
う
に
精
緻

化
さ
れ
多
様
な
連
結
方
法
を
も
つ
国
際
私
法
規
定
の
下
で
も
な
お
存
在
意
義
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
こ
う
い
っ
た
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
に
よ
り
必
然
的
に
反
致
の
適
用
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
、
選
択
的
連
結
（
轟
量
9
Φ
ヨ
8
房
聾
Φ
旨
呂
む
と
い
う
連
結
方
法
を
採
用
す

　
　
　
（
1
8
）

る
抵
触
規
定
を
例
に
挙
げ
、
そ
の
規
定
の
適
用
上
反
致
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
選
択
的

連
結
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
適
用
上
反
致
を
認
め
る
こ
と
は
、
あ
る
特
定
の
実
質
法
的
目
的
の
実
現
と
い
う
選
択
的
連
結
の
方
法

を
採
用
し
た
趣
旨
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
述
べ
る
。
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
こ
の
論
拠
に
対
し
て
は
、
選
択
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的
連
結
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
適
用
上
反
致
を
認
め
る
こ
と
が
選
択
的
連
結
と
い
う
連
結
方
法
の
追
求
す
る
特
定
の
実
質
法
的
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

的
の
実
現
に
反
し
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
選
択
的
連
結
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
適
用
上
反
致
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
実
定
国
際
私
法

上
い
く
つ
か
の
立
場
の
対
立
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
実
定
国
際
私
法
上
明
文
の
規
定
を
設
け
て
い
る
の
が
、
ポ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ト
ガ
ル
民
法
第
一
九
条
一
項
、
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
第
二
二
条
二
項
b
号
・
同
第
三
項
等
の
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
国
際
私

法
上
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
四
条
一
項
一
文
の
定
め
る
「
外
国
法
が
指
定
さ
れ
る
と
き
に
は
、
指
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、

そ
の
国
の
国
際
私
法
も
ま
た
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
選
択
的
連
結
を
採
用
す
る
規
定
の
適
用
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

同
条
の
「
指
定
の
趣
旨
に
反
す
る
場
合
」
に
当
た
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
議
論
の
対
立
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
定
国
際
私
法
上
直

接
の
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
上
も
、
親
子
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
選
択
的
連
結
と
い
う
連
結
方
法
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

用
す
る
規
定
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
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⑤
　
連
結
の
個
別
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除

　
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
に
よ
り
必
然
的
に
反
致
の
適
用
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
例
と
し
て
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、

実
定
国
際
私
法
規
定
に
お
け
る
連
結
の
個
別
化
（
一
巳
三
身
呂
ω
属
琶
閃
）
の
動
き
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
フ
ォ

ワ
イ
エ
は
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
連
結
が
個
別
化
さ
れ
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
個
々
の
単
位
法
律
関
係
に
つ
い
て
最
密
接
関

連
地
法
の
探
究
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
反
致
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
個
々
の
事

案
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
法
域
の
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
た
以
上
、
外
国
抵
触
規
定
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
は
、
準
拠
実
質
法
の
内
容
を
考
慮
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
暗
闇
へ
の
跳



躍
（
oo
℃
毎
轟
一
器
O
琶
匹
Φ
）
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
批
判
は
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
採
用
す
る
連
結
方
法
の
個
別
化
を

も
た
ら
し
、
最
密
接
関
連
地
法
へ
の
連
結
を
認
め
る
規
定
が
実
定
国
際
私
法
上
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
、
一
九
八
○
年
の
E
C
に
よ
る
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
四
条
一
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
最
も
密
接
な
関

連
（
日
o
ω
け
。
一
・
ω
Φ
牙
8
暮
①
9
a
）
」
を
有
す
る
国
の
法
の
適
用
が
導
か
れ
る
場
合
、
お
よ
び
諸
国
の
実
定
国
際
私
法
上
、
婚
姻
の
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

分
的
効
力
に
つ
い
て
段
階
的
連
結
を
採
用
す
る
規
定
の
連
結
の
最
後
の
段
階
で
夫
婦
の
最
密
接
関
連
地
法
の
適
用
が
導
か
れ
る
場
合

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
、
個
々
の
事
案
と
の
密
接
な
関
連
性
を
考
慮
し
た

う
え
で
準
拠
法
が
選
定
さ
れ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
最
密
接
関
連
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
、
反
致
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か

否
か
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
国
際
私
法
上
争
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
国
際
私
法
上
、
婚
姻
の
身
分
的
効
力
の
準
拠
法
に
つ
い

て
段
階
的
連
結
の
方
法
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
第
一
四
条
一
項
三
号
の
規
定
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
最
密
接
関
連
地
法
が
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
反
致
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。

反致否定論についての一考察

　
⑥
　
外
国
抵
触
規
定
の
解
釈
・
適
用
の
困
難
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
外
国
抵
触
規
定
の
解
釈
・
適
用
上
の
困
難
も
ま
た
、
反
致
が
否
定
さ
れ
る
一
因
で
あ
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
ス
イ
ス
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
第
一
五
条
一
項
の
規
定
の
よ
う
な
一
般

例
外
条
項
を
外
国
の
裁
判
官
が
適
正
に
解
釈
・
適
用
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
外
国
抵
触
規
定
の
解
釈
・
適
用
上
の
困
難
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の

構
造
が
変
化
し
、
多
様
な
連
結
方
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
抵
触
規
定
を
適
正
に
解
釈
・
適
用
す
る
困
難

337



法学研究72巻12号（799：12）

は
増
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
規
定
の
定
め
る
一
般
例
外
条
項
を
外
国
の
裁
判
官
が
適
正
に
解
釈
・
適
用
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

困
難
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
国
抵
触
規
定
が
婚
姻
の
身
分
的
効
力
に
つ
い
て
段
階
的
連
結
を
採
用
し
、
最
密
接
関

連
地
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ハ
ー
グ
国
際
私
法
条
約
と
反
致
」
法
学
研
究
七
〇
巻
一
二
号
（
一
九
九
七
年
）
四
五
三
頁
以
下
を
参

　
照
。
た
だ
し
、
「
婚
姻
に
関
す
る
法
律
の
抵
触
を
規
律
す
る
た
め
の
条
約
（
一
九
〇
二
年
採
択
）
」
第
一
条
は
、
反
致
ま
た
は
転
致
を
明
文

　
で
認
め
る
。
ハ
ー
グ
条
約
の
国
別
の
締
結
状
況
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
算
ε
”
＼
＼
毛
≦
峯
ぎ
9
』
9
＼

ぐ
ω
富
9
。
り
＼
馨
讐
日
霞
客
呂
噛
）
を
参
照
し
た
。

（
2
）
例
え
ば
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
有
体
動
産
の
国
際
的
売
買
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
五
五
年
）
」
第
二

条
が
国
内
法
へ
の
指
定
を
認
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
菊
8
零
辞
賃
謝
窪
融
℃
霞
冨
●
一
，
一
¢
い
口
○
日
U
国
ピ
＞
冨
O
勾
＞
Z
U
目
勾
P

　
O
o
嘗
脅
窪
8
8
一
四
鵠
鎚
①
8
α
8
津
ヨ
8
3
簿
一
g
巴
鷺
貯
ρ
》
9
8
8
一
餌
ω
8
詩
ヨ
Φ
ω
8
巴
g
（
一
3
一
）
」
O
認
も
℃
る
9
－
ま
9
拙
稿
・

前
掲
註
（
1
）
四
六
四
頁
を
参
照
。

（
3
）
一
〇
⊆
ヨ
巴
o
ま
o
一
Φ
こ
Φ
ω
O
O
B
ヨ
琶
曽
¢
芯
ω
①
ξ
o
冨
Φ
目
Φ
ω
も
。
一
N
。
①
含
。
o
o
8
ぼ
①
一
。
。
。
。
も
」
’
℃
。
言
Z
O
菊
↓
コ
0
3
霞
曽
9

　00氏一一

9
ω
－
↓
『
Φ
国
，
国
●
O
O
O
p
＜
窪
岱
○
⇒
9
浮
Φ
一
鋤
≦
＞
薯
一
一
8
江
①
8
0
0
耳
目
霧
ε
巴
○
げ
＝
恕
賦
o
霧
”
＞
O
o
日
℃
費
象
一
＜
①
ω
9
身
藁
O
o。
ρ

（
4
）
　
例
え
ば
、
＞
一
ヰ
a
閏
く
O
Z
O
く
国
力
ω
国
O
界
［
霧
2
①
鑑
○
霧
顧
曾
騨
巴
8
9
辞
9
江
導
Φ
ヨ
魯
睾
巴
屈
一
忌
巴
旺
仁
邑
α
目
①
8
ω

8
α
5
8
二
〇
霧
9
冥
o
言
房
『
9
Φ
暮
ω
」
お
寄
8
巴
8
ω
9
弩
ω
博
這
。
。
㌣
目
”
↓
ぎ
＝
囲
器
＼
ω
8
8
ミ
［
9
α
o
P
P
旨
ρ

（
5
）
　
く
O
Z
O
く
国
菊
ω
国
O
罫
8
ろ
搾
（
“
）
も
，
旨
P
た
だ
し
、
条
約
に
お
い
て
反
致
を
否
定
す
る
と
し
て
も
、
非
締
約
国
の
裁
判
官
が
反

致
を
考
慮
し
な
が
ら
外
国
抵
触
規
定
の
資
格
で
条
約
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
例
え
ば
、

　㌍欝

一
＞
K
冨
灼
勾
9
畠
＜
R
ゑ
α
ω
¢
鑛
α
ξ
魯
一
ヨ
＞
⊆
ω
σ
且
鴇
一
け
Φ
且
①
ω
＄
讐
ω
く
R
賃
認
ρ
閃
Φ
ω
房
o
ぼ
弾
ω
Φ
津
葵
ρ
ゆ
の
注
P
Z
①
毛

　
イ
o
詩
口
零
P
ω
。
9
一
。
を
参
照
。

（
6
）
　
拙
稿
・
前
掲
註
（
1
）
四
六
六
頁
以
下
参
照
。
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ハ　　　　　ハ　　ハ　　　

11109　8　7
）　　）　　）　　）　　）

　
ζ
弩
餌
α

　
U
Φ
げ
お
昌
α
Φ
ω
営
毎
『
コ
餌
鉱
O
昌
m
一
①
口
℃
ユ
く
鋤
嘗
Φ
O
『
什
卯
N
9
匡
O
戸
一
〇
〇
Q
ρ
qD。

（
12
）

（
1
3
）

（
1
4
）

　
P

　
℃
蝉
ユ
9
一
〇
刈
O
山
O
O
o
ρ
P

　
オ
ン
ニ
エ
ー
ル
や

　
べ
て
い
る
。

　
照
。

○
げ
ω
R
〈
畳
g
ω
弩
ξ
2
①
ω
叶
一
〇
口
身
8
薯
○
一
し
○
ξ
き
乙
¢
昏
o
一
二
暮
R
き
鉱
・
髭
一
口
。
謹
も
P

　
は
、

　
は
、

条
第
三
号
の
規
定
は
、

　
い
う
点
で
ル
ル
ブ
ー
ル
・
ピ
ジ
ェ
オ
ン
ニ
エ
ー
ル
や
ニ
ボ
ワ
イ
エ
の
理
論
と
は
大
き
く
異
な
る
。

（
1
5
）
　
く
0
2
0
く
国
菊
ω
国
○
囚
v
O
P
息
け
（
“
y
P
蕊
H

（
一
①
）
　
℃
餌
巳
＝
①
ぎ
ユ
o
び
Z
国
d
＝
＞
C
ψ
Z
Φ
仁
①
と
＜
Φ
閃
Φ
一
旨
①
仁
『
o
℃
鋤
一
〇〇
〇
げ
Φ
5
冒
げ
R
づ
簿
一
〇
づ
巴
の
昌
℃
ユ
く
簿
8
0
ゴ
鼻
知
餌
σ
の
一
ω
N
ω
伊
這
目
”
ω
。

条
約
正
文
と
し
て
、
勾
①
2
巴
号
ω
O
O
薯
窪
二
〇
畠
（
一
。
巴
－
お
8
）
も
P
認
・。
歯
ω
一
・

条
約
正
文
と
し
て
、
菊
①
8
亀
8
ω
0
9
話
注
o
霧
（
H
り
弩
－
お
8
）
も
P
巽
？
謹
H

条
約
正
文
と
し
て
、
勾
Φ
2
巴
号
ω
0
9
＜
Φ
旨
δ
蕊
（
一
3
緊
這
3
）
も
マ
ω
・。
・。
－
ω
・。
P

　
く
O
Z
O
く
国
勾
ω
国
O
内
．
o
P
9
世
（
“
）
・
P
蕊
O
Φ
辞
ω
三
く
・

○
二
p
g
R
囚
O
コ
Z
戸
U
R
＞
づ
≦
Φ
づ
α
仁
⇒
鵬
ω
σ
段
Φ
陣
号
α
Φ
ω
力
Φ
昌
＜
○
一
一
ヨ
仁
o
耳
Φ
血
R
国
具
≦
一
〇
匹
仁
口
鵬
α
Φ
ω
一
℃
戸
ぎ
一
頃
Φ
ω
富
∩
ぼ
一
脇
け

　
　
男
①
ユ
9
閃
轟
昌
霞
⊆
詳
P
竃
』
一
〇
〇。
o

。
”
oo
■
謡
伊
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
ζ
鋤
図
囚
国
一
［
国
勾
＼
訳
仁
旨
Qo
田
＝
搾
≧
釘
Φ
ヨ
α
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
o
O
o
O
暁
h

　
＜
O
Z
O
く
国
勾
ω
国
O
囚
”
o
P
9
げ
（
“
y
P
一
Q
o
9

　
く
O
Z
O
く
国
勾
ω
国
○
内
堕
o
P
9
け
（
藤
y
P
罷
0
9
ω
乱
＜
。

例
え
ば
、
＜
く
8
一
〇
⊂
ω
しo
O
¢
》
勾
Z
↓
轟
奉
黄
含
O
O
巨
応
出
轟
⇒
趣
虜
号
警
○
一
二
暮
Φ
ヨ
餌
鳳
8
巴
冥
ぞ
ρ
勺
費
グ
お
。
。
？
這
・。
ザ

一
鐸
男
○
イ
国
菊
の
報
告
に
対
す
る
O
国
勾
菊
¢
℃
℃
ゆ
の
意
見
（
↓
声
畠
員
身
9
邑
鼠
弁
弩
O
鉱
。
D
号
象
9
江
算
R
轟
鉱
o
づ
巴
鷺
貯
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
e
を
参
照
。
O
国
勾
菊
C
℃
℃
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
第
三
号
の
規
定
は
ル
ル
ブ
ー
ル
・
ピ
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
国
勾
国
ω
O
d
菊
o
o
－
国
O
南
O
Z
Z
田
菊
国
）
や
ニ
ボ
ワ
イ
エ
（
旨
－
即
Z
田
O
K
国
↓
）
の
反
致
論
を
彷
彿
さ
せ
る
と
述

　
　
　
　
こ
の
点
に
つ
き
、
↓
轟
轟
琵
9
0
0
巨
融
律
き
O
巴
ω
留
鳥
。
一
二
諄
Φ
ヨ
＆
8
巴
胃
貯
ρ
℃
餌
二
9
お
お
－
お
・
。
O
も
」
曽
ひ
を
参

な
お
、
ル
ル
ブ
ー
ル
・
ピ
ジ
ェ
オ
ン
ニ
エ
ー
ル
の
理
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
評
三
　
一
国
勾
南
ω
○
⊂
刃
oo
　
国
O
南
O
Z
Z
田
國
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
ミ
ー
8
印
を
参
照
。
わ
が
国
に
お
い
て

折
茂
豊
『
国
際
私
法
の
統
一
性
』
（
有
斐
閣
・
一
九
五
五
年
）
一
一
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ま
た
、
ニ
ボ
ワ
イ
エ
の
理
論
に
つ
い
て

一
、
ゆ
Z
お
○
＜
国
θ
O
O
貫
ω
留
身
9
江
日
Φ
ヨ
簿
一
8
巴
冥
ぞ
蹴
惹
月
巴
ω
鴇
N
8
口
。
お
も
」
零
簿
釜
ヨ
を
参
照
。
も
っ
と
も
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
考
慮
の
対
象
と
な
る
外
国
法
が
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
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お
刈
ま
邦
訳
と
し
て
、
パ
ウ
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
ハ
ウ
ス
（
桑
田
三
郎
訳
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
上
新
た
な
道
は
存
在
す
る

　
か
」
法
学
新
報
八
一
巻
九
号
（
一
九
七
四
年
）
コ
ニ
三
頁
以
下
。

（
1
7
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
横
山
潤
『
国
際
家
族
法
の
研
究
』
（
有
斐
閣
・
一
九
九
七
年
）
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
1
8
）
　
国
際
私
法
の
実
質
法
化
の
動
き
と
選
択
的
連
結
の
抵
触
規
定
の
作
成
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
Z
国
d
＝
＞
¢
ω
る
●
鉾
O
・
（
5
）
ψ
“
8
●

　
を
参
照
。

（
1
9
）
　
フ
ォ
ワ
イ
エ
報
告
に
対
す
る
U
国
勾
菊
C
℃
℃
国
お
よ
び
一
＞
O
》
園
O
国
の
見
解
を
参
照
。
↓
轟
茜
黄
身
O
o
旨
臨
律
き
〇
四
一
ω
8
昏
○
津

ぎ
8
旨
讐
一
2
巴
冥
ぞ
ρ
℃
畦
貫
お
お
山
O
。
。
ρ
署
」
N
①
9
る
H
い
ず
れ
も
、
選
択
的
連
結
の
規
定
の
適
用
上
、
反
致
は
認
め
ら
れ
る
べ
き

　
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
反
致
は
特
定
の
実
質
法
的
目
的
を
実
現
す
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
、
反
致
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
実
質

法
的
目
的
が
実
現
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
反
致
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
同
旨
を
述
べ
る
の
が
、
型
罫
℃
＞
↓
O
O
O
田
堕

菊
謬
一
Φ
ω
α
Φ
轟
簿
8
冨
目
Φ
旨
一
〇
。
巴
一
ω
鋤
鼠
8
ω
①
π
α
α
Q
一
①
ω
α
費
簿
冨
魯
Φ
B
Φ
導
卿
8
声
9
酵
Φ
ω
暮
ω
雷
＆
①
一
堕
O
①
鼠
＜
ρ
一
。
・
。
㎝
も
p
N
・。
藤
－

　
N
O
O
●
℃
鋤
巳
い
＞
O
＞
菊
O
員
い
Φ
蜜
一
R
ぢ
Φ
α
Φ
冥
o
邑
ヨ
一
芯
α
き
ω
一
Φ
魯
o
一
江
暮
Φ
ヨ
簿
一
〇
轟
一
冥
一
＜
①
8
暮
Φ
ヨ
℃
○
声
一
P
お
①
菊
Φ
8
①
＝
α
Φ
ω

　
O
o
ξ
ω
」
O
O
。
？
ゴ
↓
冨
コ
餌
讐
Φ
＼
ω
○
ω
叶
g
＼
い
○
且
O
P
ワ
㎝
・。
陰

（
2
0
）
条
文
の
邦
訳
お
よ
び
解
説
と
し
て
、
山
内
惟
介
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
」
比
較
法
雑
誌
一
〇
巻
一
号
（
一
九
七

　
六
年
）
六
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
2
1
）
　
条
文
の
仏
語
約
と
し
て
、
勾
Φ
く
垢
R
筐
ε
ρ
一
。
。
ρ
P
嵩
9
を
、
条
文
の
独
語
訳
と
し
て
、
（
＝
お
巴
白
o
一
凝
き
閃
勾
日
困
Z
ρ

　
弓
勾
－
O
Φ
ω
9
器
言
国
ξ
8
鉾
宮
q
づ
魯
窪
．
一
8
8
ω
」
○
。
感
を
参
照
。

（
2
2
）
　
ド
イ
ツ
国
際
私
法
上
の
反
致
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
反
致
と
準
拠
法
指
定
の
趣
旨
ー
ド
イ
ツ
国
際
私
法
上
の
反
致
政
策

　
の
展
開
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
学
研
究
七
二
巻
八
号
（
一
九
九
九
年
）
四
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
2
3
）
　
と
く
に
、
婚
姻
準
正
、
認
知
、
援
助
金
を
目
的
と
す
る
訴
え
（
餌
＆
8
似
胤
ぎ
号
ω
5
巴
8
ω
）
に
つ
い
て
選
択
的
連
結
と
い
う
方
法

を
採
用
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
二
条
の
一
六
な
い
し
第
三
二
の
一
八
の
規
定
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
富
8
器
ω

　
男
O
K
国
戸
固
ロ
簿
一
〇
P
勾
9
R
8
冒
Φ
α
Φ
辞
○
一
江
葺
Φ
ヨ
簿
一
〇
爵
ご
O
巴
一
〇
N
－
℃
震
一
ω
口
8
0
。
”
P
留
，

（
24
）
　
℃
δ
ζ
。
乞
O
菊
↓
鍔
O
o
艮
建
9
0
0
蔦
一
一
簿
ω
－
臼
箒
中
国
’
O
O
8
＜
Φ
簿
一
8
2
甚
Φ
［
鋤
≦
＞
℃
豆
一
8
巨
①
8
0
0
筥
『
碧
9
巴
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○
巨
戯
鋤
鉱
○
器
一
＞
O
O
ヨ
℃
㌍
讐
一
＜
Φ
ω
9
α
ざ
一
㊤
○
。
坪
℃
■
o。
“
○。
●

（
2
5
）
　
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
第
二
九
条
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
第
五
二
条
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
私
法
第
一
条
、
｝
八
条
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
際

私
法
第
三
九
条
、
ギ
リ
シ
ア
民
法
第
一
四
条
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
際
私
法
第
二
〇
条
、
ド
イ
ツ
国
際
私
法
第
一
四
条
の
規
定
等
を
参
照
。
こ

　
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
横
山
・
前
掲
註
（
1
7
）
二
五
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
2
6
）
　
拙
稿
・
前
掲
註
（
2
2
）
六
六
頁
。

（
2
7
）
　
前
章
註
（
1
5
）
参
照
。

（
2
8
）
　
旨
き
U
国
幻
菊
⊂
℃
℃
切
空
巴
α
2
R
℃
〇
二
『
一
①
お
p
く
○
捨
↓
声
く
窪
x
身
O
O
ヨ
一
菰
酔
餌
潟
巴
ω
α
Φ
辞
o
凶
二
葺
①
旨
讐
一
〇
⇒
巴
屈
一
＜
ρ
℃
巽
グ

　
這
窒
山
8
ρ
℃
P
一
〇。
一
山
8
匿

（
2
9
）
　
く
O
Z
O
く
国
勾
ω
国
O
界
O
P
含
け
●
（
“
y
P
一
①
S

四
　
結
　
び

反致否定論についての一考察

　
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
委
員
会
に
お
け
る
フ
ォ
ワ
イ
エ
報
告
の
主
眼
は
、
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
に
よ
り
、

必
然
的
に
、
反
致
の
適
用
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
伝
統
的
国
際
私
法
理
論
に
対

す
る
批
判
を
契
機
と
し
て
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
採
用
す
る
連
結
方
法
の
見
直
し
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
行
わ
れ
、
国
際
私
法
の

改
正
が
相
次
い
だ
こ
と
は
記
憶
に
新
ら
し
い
。
改
正
後
の
規
定
に
お
い
て
は
多
様
な
連
結
方
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
実
定
国
際
私

法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
は
顕
著
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

伝
統
的
な
連
結
方
法
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
下
で
用
い
ら
れ
て
い
た
反
致
と
い
う
手
段
が
、
今
日
の
よ
う
に
精
緻
化
さ
れ
多
様
な

341



法学研究72巻12号（’99＝12）

連
結
方
法
を
も
つ
国
際
私
法
規
定
の
下
で
も
な
お
存
在
意
義
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
慎
重
な
検

討
を
要
し
よ
う
。
以
下
で
は
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
反
致
否
定
論
の
根
拠
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の

考
え
を
述
べ
、
結
び
に
か
え
た
い
。

　
第
一
に
、
条
約
に
よ
る
反
致
の
排
除
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
条
約
が
国
際
私
法
の
統
一
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ

る
以
上
、
原
則
と
し
て
国
際
条
約
に
お
い
て
反
致
を
認
め
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
締
約
国
法
の
み
な
ら
ず

非
締
約
国
法
を
も
準
拠
法
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
認
め
る
条
約
に
お
い
て
は
、
条
約
の
締
約
国
と
非
締
約
国
と
の
間
で
の
準
拠
法

の
一
致
を
は
か
る
目
的
か
ら
、
転
致
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
転
致
は
、
条
約
の
締
約
国
間
で
の
判
決
の
調
和
を
破
壊

し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
い
う
国
際
条
約
に
お
い
て
反
致
が
否
定
さ
れ
る
論
拠
を
そ
の
ま
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

国
の
国
家
法
と
し
て
の
法
廷
地
抵
触
規
定
に
お
け
る
反
致
否
定
論
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

　
第
二
に
、
法
廷
地
法
の
適
用
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
か
つ
て
、
反
致
肯
定
論
の
根

拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
内
国
法
適
用
機
会
の
拡
張
と
い
う
傾
向
は
、
今
日
で
は
あ
か
ら
さ
ま
に
偏
見
を
も
た
れ
る
考
え
方
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
直
接
に
法
廷
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
で
、
反
致
は
も

は
や
介
入
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
お
い
て
、
内
国
法
適
用
機
会
の
拡
張
と
い
う
傾
向

を
ど
の
程
度
ま
で
考
慮
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。

　
第
三
に
、
一
方
的
抵
触
規
定
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
が
例
に
挙
げ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三

一
〇
条
第
一
号
な
い
し
第
三
号
の
場
合
に
、
法
廷
地
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
が
導
か
れ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
、
も
は
や
外
国
抵

触
規
定
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
方
的
抵
触
規
定
の
採
用
は
、
必
然
的
に
、
反
致
の
適
用
範

囲
の
縮
小
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
三
号
の
規
定
の
連
結
基
準
は
、
反
致
で
は
な
い
が
、
外
国
抵
触
規
定
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の
考
慮
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
反
致
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
考
慮
さ
れ
る
外

国
抵
触
規
定
が
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
必
要
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
厳
密
に
は
反
致
と
は
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
一
〇
条
の
よ
う
な
一
方
的
抵
触
規
定
は
比
較
法
的
見
地
か
ら
は
少
数
派
に
属
す
る
が
ゆ
え

に
、
反
致
否
定
論
の
論
拠
と
し
て
の
一
方
的
抵
触
規
定
の
採
用
は
、
双
方
的
抵
触
規
定
の
形
を
と
る
立
法
の
下
で
は
反
致
否
定
論
の

決
定
的
な
論
拠
と
は
な
り
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
四
に
、
国
際
私
法
の
政
策
化
、
実
質
法
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
フ
ォ

ワ
イ
エ
は
、
近
時
の
実
定
国
際
私
法
規
定
の
構
造
上
の
変
化
に
よ
り
、
必
然
的
に
、
反
致
の
適
用
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
う
え
で
、
と
く
に
、
選
択
的
連
結
と
い
う
連
結
方
法
を
採
用
す
る
抵
触
規
定
の
適
用
上
、
反
致
を
認
め
る
こ
と
は
、
あ
る
特
定

の
実
質
法
的
目
的
の
実
現
と
い
う
選
択
的
連
結
の
方
法
を
採
用
し
た
趣
旨
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

選
択
的
連
結
と
い
う
抵
触
法
的
手
法
が
そ
も
そ
も
反
致
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
理
解
す
る
か
、
反
致
と
い
う
手
段
を
選
択
的
連
結
と

い
う
方
法
の
追
求
す
る
実
質
法
的
目
的
の
実
現
に
積
極
的
に
活
用
す
る
か
に
よ
り
、
反
致
に
対
す
る
立
場
は
分
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。　

第
五
に
、
連
結
の
個
別
化
の
動
き
と
反
致
の
排
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
実
定
国
際
私
法
規
定
の
連

結
が
個
別
化
さ
れ
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
個
々
の
単
位
法
律
関
係
に
つ
い
て
最
密
接
関
連
地
法
の
探
究
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

反
致
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
す
る
。
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
最
密
接
関
連
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
反
致
が

認
め
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
法
廷
地
抵
触
規
定
に
よ
り
事
案
ご
と
個
別
に
最
密
接
関
連
地
法
を
探
究
し
て
い

る
以
上
、
反
致
を
認
め
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
最
密
接
関
連
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
問

題
と
す
べ
き
な
の
は
、
判
決
の
国
際
的
調
和
の
要
請
に
か
な
っ
た
反
致
規
定
の
適
用
の
可
否
を
い
う
よ
り
も
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
第
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一
五
条
一
項
の
規
定
の
よ
う
な
一
般
例
外
条
項
の
導
入
の
可
否
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

　
第
六
に
、
外
国
抵
触
規
定
の
解
釈
・
適
用
の
困
難
と
反
致
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
は
、
外
国
抵
触
規
定
の

解
釈
・
適
用
上
の
困
難
も
ま
た
、
反
致
が
否
定
さ
れ
る
一
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
国
際
私
法
の
定
め
る
】
般
例
外
条

項
を
は
じ
め
、
婚
姻
の
身
分
的
効
力
等
の
事
項
に
つ
い
て
段
階
的
連
結
と
い
う
連
結
方
法
を
採
用
す
る
外
国
抵
触
規
定
に
よ
り
最
密

接
関
係
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
に
、
外
国
の
裁
判
官
が
当
該
外
国
抵
触
規
定
を
果
た
し
て
適
正
に
解
釈
・
適
用
で

き
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
実
定
国
際
私
法
規
定
が
精
緻
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
を
適
正
に
解
釈
・
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

　
　
　
（
2
）

っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ワ
イ
エ
の
指
摘
に
は
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
平
成
元
年
の
法
例
改
正
の
審
議
の
際
に
主
張
さ
れ
た
反
致
条
項
廃
止
論
の
根
拠
の
一
つ
に
、
へ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
作
成
す
る
条

　
　
約
に
は
反
致
が
な
い
こ
と
、
が
あ
る
。
南
敏
文
「
改
正
法
例
の
解
説
（
五
・
完
）
」
法
曹
時
報
四
三
巻
九
号
（
一
九
九
］
年
）
五
六
頁
。

　
（
2
）
南
・
前
掲
註
（
1
）
五
六
頁
参
照
。
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